





                                     名古屋市公会堂ほか。

                                                                         名古屋市昭和区鶴舞近辺。

     主催：「まちづくり交流フォーラム研究集会」実行委員会

                 共催：市民とＮＧＯの「防災」国際フォーラム実行委員会／阪神淡路コミュニティ基金

               後援：愛知県／岐阜県／静岡県／三重県／名古屋市／(社)地域問題研究所／(財)名古屋都市

                      センター／(財)岐阜県産業文化振興財団･地域文化研究所／(財)静岡総合研究機構／

                          (財)三重社会経済研究センター／日本福祉大学／自治体学会東海ブロック会議
　　　　　　　　　開催の主旨

                                   高齢化・低成長社会の21世紀を迎えるにあたり、これまでの高度成

                                 長時代のまちづくりから大きくパラダイムを転換することが求められて

                                 います。

                                   “まちづくり”を都市工学や建築・土木などのハード面に限定せず、

                                 環境・福祉・教育・文化といったソフト面にも視野を広げ、また、いわ

                                 ゆる社会的マイノリティといわれる高齢者・女性・子ども・障害者・外

                                 国人などがかかえる課題も積極的に受けとめ、そして、そうした視点か

                                 ら取り組まれている各地・各領域での様々な試みを交流し、新たな文化、

                                 新たなコミュニティの創造をめざし21世紀におけるまちづくりを論議

                                 するために、この研究集会を三年計画で開催します。

                                   初年度の今年は、「出合い」がテーマ。そして、次年度は「ディスカ

                                 ッション」、最終年度は「提言」です。

タイムテーブル

·   ■第1部（10：00-12：00）                       　　　名古屋市公会堂4階ホール    

    ●基調報告「今、まちづくりとは」

·            中田 實：まちづくり交流フォーラム代表、愛知学泉大学コミュニティ政策学部部長、同研究所長。
    ●特別報告「市民が作る復興計画。－阪神淡路大震災の教訓」

·          今田 忠：阪神淡路コミュニティ基金代表。            

    ●活動やプロフィール紹介

          パネラー、コーディネーター、参加団体など約100名を壇上からリレー紹介します。             

   ■昼食交流会（12：00-13：20）   　                      　 名古屋市公会堂4階ホール         　　　 

        *名刺交換・情報交流・インフォメーション活動（各団体のブース活動、展示会など）があります。

  ■第2部（13：30-17：00）   ---分科会 

     第1分科会：災害と市民活動－どうする？コミュニティ             　　　　　　　　名古屋市公会堂

   第2分科会：協働型まちづくりの主体とシステム              　　　      　　 中央福祉専門学校
     第３分科会：水と緑。－里山をいかす                          　　　    　　  中央福祉専門学校
     第４分科会：よみがえれ農山村。－農山村と都市の共生ネットワーク　　     　　 中央福祉専門学校
     第５分科会：中心市街地の活性化を考える            　　　　　 　  日本福祉大学ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ名古屋
     第６分科会：人にやさしいまちづくり。今、何故ネットワークか   　　　 　　　   名古屋市公会堂
     第７分科会：多文化共生のまち。－国際化と人権              　　　   　　　　  名古屋市公会堂
     第８分科会：こどもたちとまちづくり                       　　　 　　　  名古屋市女性センター
     第９分科会：歴史や文化を生かしたまちづくり                　　　 　　　 名古屋市女性センター
     第10分科会：地域メディアでまちをつなごう         　　　 　　　 日本福祉大学ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ名古屋
     特別分科会：学生・若者の交流＆ネットワーキング                 （注）但し、21日-22日に終了。
   ■お名残り懇親会（17：30-19：00）  　　　 　　　　　　　名古屋市公会堂4階ホール

第2分科会：「協働型まちづくりの主体とシステム」

－イギリスと日本の事例から学ぶ－
  阪神・淡路大震災でのボランティア活動の高まりを背景に、ボランティア活動や市民の自発的、主体的な公益活動が、社会的に重要な役割を担っているとの認識が広まりつつあります。こうしたなかで、既存の社会システムの見直しが迫られ、まちづくりの分野でも新しい動きが創られています。そこで当日は、東海４県で取り組まれているまちづくりの事例をもとに、市民と行政との新しい関係構築など新しい市民社会の構築に向けた議論を行なっていきます。その際に、イギリスの事例も取り上げ議論の参考とします。

  なお、このテーマ・ねらいで３回（３年間）にわたって開催しますが、１回目である今回は「交流」に主眼を置き参加者の人物と意見の交流の場にしようと考えています。

■レポーター

●小松幸子さん（三島グランドワーク実行委員会）：「市民、企業、行政との連携でまちづくり」

        1945年静岡県生まれ。68年静岡大学教育学部卒、同年から教員生活、75年に退職。夫が脱サラで設立した(有)

      コマツ商会で働く。地域ミニ新聞「かわら版さわじ」の発行やグローバル文化交流協会を設立するなど活躍。現在、雑

      誌「ＤＯＯＲドア」編集責任者、三島市国際交流協会副会長、三島市ふるさと創生事業推進委員、ふじのくにＮＰＯ推

      進委員会委員。｡

●田中義人氏（２１世紀クラブ）：「人のネットワークを生かしてまちづくり」

        1947年生まれ。現在東海神栄電子工業(株)社長のほか2社を経営する傍ら、日本を美しくする会事務局(掃除に学

      ぶ会)代表世話人などを務める。 21世紀に通用する市民を目指して、会員自らのﾈｯﾄﾜｰｸを生かして講演会、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

      活動などに取り組んでいる。ｸﾗﾌﾞの運営に当たっては会長・代表を置かず会則も設けず、会員も1年ごとに解散して

      新しく会員を募集するなど会員の自主性を徹底して尊重している。

●高橋  徹氏（ザ・伊勢講  代表）：「地域資源とまちづくり」

        1948年伊勢市生まれ。現在建築設計事務所を主宰する傍ら伊勢市まちなみ保全審議会長などを務める。かつての

      伊勢参りによる伊勢のにぎわいを取り戻すため、まちかど博物館､伊勢市周辺の伝統産業125社など伊勢の資源を有

      機的につなぐことにより伊勢の活性化に取り組んでいる。                    

●久富  靖氏（名古屋市天白区平針団地自治会副会長）：「自治会活動を中心にまちづくり」

        岐阜県生まれ。民間放送を定年退職後、生協の福祉活動事務局に勤務。75年から自治会活動に従事し現在に至る。 情

      報紙づくり、産直の推進、ｲﾍﾞﾝﾄの開催などを通じて住民が地域活動に主体的・永続的に参加できる仕組みをつくり、

      都市部の団地自治会を活性化させ、地域環境の一層の改善向上に取り組んでいる。

■コメンテーター

●浅野  聡氏（三重大助教授）：「市民参加とまちづくり」

        1964年東京都生まれ。94年三重大学工学部建築学科講師、博士(工学)。ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ大学客員研究員(英国)を経て現

      在に至る。 まちづくりでの市民は大きな担い手、体験的、実践的な市民参加によるまちづくりの手法・方法をまちづ

      くりにおける市民の活動の意義も含めて語る。

●鈴沖勝美氏（前自治体国際化協会ロンドン事務所次長）：「イギリスにおけるまちづくり」

        1944年岡崎市生まれ。70年愛知県庁採用後、95年(財)自治体国際化協会ﾛﾝﾄﾞﾝ事務所次長を経て現在愛知県文書

      課長。ｲｷﾞﾘｽにおける地方制度改革、行政の範疇そして市民との役割と連携について日本の公務員の立場から語って頂

      きます。

■コーディネーター

●昇  秀樹氏（自治体学会東海ブロック会議代表、名城大学都市情報学部教授）

         1952年生まれ。75年京都大学法学部卒。同年自治省入省後、滋賀県、三重県財政課長、自治省税務局府県税課

       長補佐、自治大学校部長教授を経て現在に至る。

■タイムテーブル

13:30-14:50   現状報告

14:50-15:35   コメント

15:40-17:05   グループ討議

17:05-17:20   まとめ

17:30-19:30   懇親交流会

◎担当者連絡先：伊藤都万 TEL 052-972-9171
第３分科会：「水と緑。－里山をいかす」

■水と緑：水と緑の風景には、人間の永い生活史と沸き上がる豊かな知恵が込められています。水と緑のまちづくりが叫ばれるのは、人間社会の心が灰色であるためだと言われています。灰色のまち、灰色の心、その中でこそ“水と緑”が光り輝くのです。人々が“水と緑”を求めて止まない理由がそこにあります。

●里山をいかす：都市近郊や集落周辺にある里山は、かつてはその地域に住む人々によって、木々は薪や炭、あるいは日用雑貨や工芸品の材料として、落ち葉は有機肥料として活用されるなど、人々の生活と密接に結びついて利用されてきました。しかし、高度経済成長期以降は放置され、ゴルフ場など各種の開発対象ともなってきました。現在、全国各地でため池や雑木林などの里山風景を住民が手入れし保全することによって豊かな生活環境づくりを実現するまちづくりが行われています。本分科会では、広汎な事例発表によって、“水と緑”をキーワードとした都市と中山間地域を結ぶ地域間の交流を図ります。

●例報告１／「里山の魅力」


石田芳弘：犬山市長

　愛知県北部の木曾川に面した風光明媚な犬山市では、自然環境シンポジウムなどの里山をテーマとしたワークショップが数多く開かれています。また、来年11月には、第7回全国雑木林会議が開催されます。石田市長が、生まれ育った犬山市の“里山を生かすまちづくり”について、熱い想いを語っていただきます。

●事例報告２／「里山保全の人づくり-愛知県知多郡美浜町-」

桑島孝充：愛知県環境部自然環境保全室室長補佐

　現在、愛知県里山自然地域保全事業が美浜地区および御津地区で展開され、市民による里山保全活動のリーダーの養成（里山アドバイザー養成講座）や子ども（里ちゃんクラブ）や地域住民の活動への体験の場の提供、及び県内への里山保全活動の普及などを目的に様々な催しが行われています。

●事例報告３／「里山に学び生きる」

伊井野雄二：「エコリゾート赤目の森」支配人

　日本福祉大学卒業後、医療機関「赤目養生所」開設に参画され、赤目養生所事務長、｢ゴルフ場建設反対市民の会｣事務局長を歴任され、現在は、｢エコリゾート赤目の森｣支配人、｢赤目の里山を育てる会｣事務局長、三重県NPO研究会委員をされ、｢食と健康｣｢里山の保全活動｣等で講演活動を展開されています。

●事例報告４／「市民でつくる雑木林公園」

小池敦夫：名古屋市農政緑地局管理部主査

　「オアシスの森づくり事業」は、所有者から名古屋市が無料で土地を借りて樹林地を保全するとともに、所有者も含めた市民参加で土地を活用していこうという計画です。天白区の相生山緑地の「オアシスの森」は、市民参加の森づくりとして、都市における新しい自然との関わり方の実験の場となっています。

●事例報告５／「ホタルの飛び交う人里づくり」

西川孝幸：朝倉川育水フォーラム事務局長

　本フォーラムは、豊橋の環境改善の象徴として、市街地を流れ多くの市民に親しまれている朝倉川に、環境の指標生物であり人々の郷愁をさそうホタルがかつてのように自生することを目指し、市民・企業・行政の三者のパートナーシップにより、河川の再生と地域環境改善を図るための具体的活動を行うことを目的としています。

●.総括コメント／「生活環境と里山の役割」

林　　進：岐阜大学農学部教授・雑木林研究会会長

■コーディネーター

●岡村  穣：名古屋市立大学芸術工学部助教授・雑木林研究会

■タイムテーブル

13：30   開会と趣旨説明

13：35   事例報告と質疑

15：30   休憩

15：45   総括コメント／総括質疑

17：00   閉会

◎担当者連絡先：水野一男 TEL 052-522-3838



第６分科会：「人にやさしいまちづくり。－今、何故ネットワークか」

  「人にやさしい街づくりネットワーク連絡会(人まちネット)」と「医療と保健と福祉の市民ネットワーク(ＭＨＷネット)東海」が主催します。二つの主催団体の活動紹介を通して、まちづくりとの接点を考えます。また、「高齢者や障害者にとって住みよいまちとは何か。－市民の視点でまちづくりを考える」のメインテーマに沿って、10人程度づつのグループディスカッションやまちづくりウオッチングの体験を企画し、日ごろ何気なく住んでいる「街」を見直します。

■パネラー、発言者

●「春日井まつり－ハンディキャップ体験」春日井ひとまちネット：久保田英之。

1964年、北海道帯広市生。名城大学理工学部卒業後、（株）中建築設計事務所勤務。93年に久保田英之建築研究所を設立。

●「リフォームヘルパー奮戦記」岐阜ネット：溝口武嗣。

1963年生。大阪芸術大学建築学科卒。（株）環境計画勤務を経て、（株）グランド工房を開設。大垣市高齢者・身障者・・住宅改善指針製作委員、平成10年デザイナーズ・ファクトリィを設立。

●「サマリアハウスからの自立」：岩瀬丈晴氏。

1966年生。昭和50年ごろに進行性筋ジストロフィと診断される。58年授産施設に入所、閉鎖的な仕組みに疑問を持ち、平成2年ＡＪＵ自立の家に入居希望し平成6年にサマリアハウスに入居。平成10年サマリアハウス卒業、現在同ハウスぴあ名古屋で福祉機器の販売をしている。

●「ボランティアの立場から考える」常滑市はっぴいわん代表：久保田久代。

1949年、常滑市生。「さわやか福祉財団」さわやかインストラクター、ライフコンサルタント、手相研究家。

●田中英彦：（株）連空間都市設計事務所代表。

1952年高知県生。人にやさしい街づくりネットワーク連絡会、あんきにくらすじゆうの会所属。異急建築士。コーポラティブハウス企画設計、ＯＭソーラーハウス設計などが得意分野。中部建築賞、愛知まちなみ建築賞などを受賞。

●来島修志：尾張人まちネット所属。

1963年生。日本福祉大学高浜専門学校専任教員、愛知県作業療法士会理事・渉外部部長。精神障害者のリハビリテーションや老人性痴呆疾患の作業療法、ＱＯＬ、在宅リハビリテーションに携わっている。

●伊藤光保：医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海代表。
47歳、内科医。プライマリケア学会医療研修委員、在宅ケアを支える診療所全国ネットワーク東海ブロック世話人、在宅医療推進連絡協議会評議員、21世紀の医療をつくる若手医師の会政策幹事。

■グループ討論

①「今、何故ネットワークか－街づくりコミュニティを考える」／②「心のバリアを考える」／③「移動のバリア－送迎移送サービスを考える」／④「住まいについて考える」／⑤「生きがいづくりについて考える」／ ⑥「在宅福祉の展開－ボランティアのシステムを考える」／⑦「ザ・介護保険を考える」／⑧「公共施設を考える」／⑨「まちづくりウオッチングの体験－車椅子で街に出る」

◆人にやさしい街づくりネットワーク連絡会

　（社）日本建築家協会東海支部愛知地域会、愛知県理学療法士会、愛知県作業療法士会、愛知県増改築相談員連絡協議会、（知多・春日井・尾張・名古屋・岐阜、ほか）の地域ネットなどで構成。地域社会におけるノーマライゼーション確立のためには専門分野の職種間をこえた連携や協働が不可欠だと考え、異職種間のネットワークの構築をめざしている。
◆医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海（ＭＨＷ市民ネット東海）

　　在宅福祉団体（ボランティア団体）の中心メンバーとそれを取り巻く医療者、企業、政治家、行政者、一般市民などのゆるやかな連絡協議会組織。今後の超高齢社会を乗り切るためにはボランティア組織や市民活動などの発展・育成が重要だと考え活動中。1998年結成。

■タイムテーブル

13：30　　開会と趣旨説明

13：55　　事例報告

15：15　　休憩

15：30　　グループ討論

17：00　　閉会

◎担当者連絡先：田中英彦 TEL 052-913-8168
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            吉島隆子（財：三重社会経済研究センター主任研究員）

            渡辺 豊博（グラウンドワーク三島実行委員会事務局長）             

実行委員   

  青山 嵩（財：名古屋都市センター調査研究員）／浅野 聡（三重大学工学部建築学科助教授）／荒川孝之（わだちコンピューターハウス）／安藤仁美（豊橋技術科学大学大学院生）／飯田英明（財：日本不動産研究所上席主幹）／伊井野雄二（エコリゾート赤目の森支配人）／井沢知旦（株：都市研究所・スペーシア代表）／伊藤光保（医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海代表）／伊藤都万（自治体学会東海ブロック会議事務局長）／伊藤則男（西三河南部経済開発懇話会理事・事務局長）／伊藤光造（地域まちづくり研究所代表）／岩崎豪詞（西尾市まちづくり懇談会代表）／海野源一郎（東三河開発懇話会常務理事）／大西光夫（ＮＰＯセミナー代表）／岡村 穣（名古屋市立大学芸術工学部助教授）／押谷茂敏（有：押谷地域設計代表）／尾関利勝（株：地域計画建築研究所所長）／影山武司（財：静岡総合研究機構主席研究員）／かねまつはるみ（自由空間代表）／川島康治（自立のための道具の会事務局次長）／来島修志（愛知県作業療法士会理事）／木野秀明（夢いちば’98実行委員長）／黍島久好（愛知県豊根村）／国枝英男（岐阜草の根交流サロン代表）／栗田暢之（震災から学ぶボランティアネットの会事務局長)／近藤庸平（長野県浪合村）／高橋 徹（高橋徹都市建築設計工房主宰）／高原 稔（社：地域問題研究所企画部長）／田中英彦（人にやさしい街づくりネットワーク連絡会事務局）／田中義人（２１世紀クラブ）／田村幹洋（社：奥三河ビジョンフォーラム専務理事）／津田正夫（東邦学園短期大学経営情報科教授）／寺口瑞生（松阪大学政治経済学部助教授）／寺本 潔（愛知教育大学助教授）／中川 護（中島総合研究所所長）／中村伊英（ウィリアムテルズ・アップル代表）／西川幸孝（朝倉川育水フォーラム事務局長）／野口定久（日本福祉大学社会福祉学科教授）／橋本典明（岐阜県明智町・大正村実行委員会）／舟橋伸治（有：ガイア造景研究所代表）／穂坂光彦（日本福祉大学経営開発学科教授）／水野一男（有：木文化研究所代表）

事務局、及び担当体制

事務局長・会計・広報担当：大西光夫／事務局員：福井秀樹（アルパック）／総務担当：木野秀明／企画調整担当：尾関利勝

第1分科会担当：栗田暢之、高原 稔／第２分科会担当：伊藤都万、吉島隆子／第３分科会担当：、岡村 穣、水野一男／第４分科会担当：間瀬寿夫／第５分科会担当：飯田英明／第６分科会担当：伊藤光保、来島修志、田中英彦／第７分科会担当：穂坂光彦／第８分科会担当：青山 嵩、寺本 潔／第９分科会担当：水谷友彦、尾関利勝、神谷東輝雄／第１０分科会担当：津田正夫／プロフィール紹介タイム担当：尾関利勝／ブース担当：木野秀明                  

  特別分科会担当：荒川孝之、安藤仁美、阿部匡成（日本福祉大学学生）、小野沙織（同朋大学学生），島田裕希（ 〃 ）、田下陽子（岐阜大学農学部学生）、原 佳宏（名古屋大学大学院生）、藤沢 徹（名城大学都市情報学部学生）／

（メモ欄としてお使い下さい。）

 

     











①名古屋市公会堂                           名古屋市昭和区鶴舞1-1-3　  TEL052(731)7191      

 　　　全体集会／第1分科会／第６分科会／第７分科会／お名残り懇親会

②名古屋市女性センター           　   　名古屋市中区千代田5-18-24　  TEL052(251)3811       

 　　　第８分科会／第９分科会

③中央福祉専門学校　　　　　　　       　名古屋市中区千代田3-27-11   TEL052(339)0200  

 　　　第２分科会／第３分科会／第４分科会

④日本福祉大学サテライトキャンパス       名古屋市中区千代田5-22-32 　TEL052(242)3022               

　　　　　第５分科会／第１０分科会

   *分科会会場（②③④）は、いずれも、公会堂から、徒歩10分以内で行けます。

· 「まちづくり交流フォーラム研究集会」実行委員会事務局　名古屋市公会堂４階ホール「控室」（4階）
                                                         （当日連絡先：携帯020-34-99361）
  ●講師・パネラー控室　　　           　　    　名古屋市公会堂第７集会室控室、特別会議室（４階）
  ●臨時託児所　　　　　　　　　　　　             　　　　　　　名古屋市公会堂第５集会室（3階）
参加費：２，０００円。（交流フォーラム会員は無料）

昼食：１，０００円（弁当＆お茶）
                                                                    お名残り懇親会：1，000円
                                     まちづくり交流フォーラム

                         460-0008名古屋市中区栄3-18-1 ナディアパーク13F アルパック内
                               TEL：０５２（２３８）１６００   FAX：０５２（２３８）１６０１





















第７分科会：「多文化共生のまち。－国際化と人権－」





　海外と交流することだけが「国際化」ではないはずです。私たちの街の中には歴史的背景を背負った多くの朝鮮半島・中国出身者が生活してきており、また80年代以降はアジア・南米からの滞日労働者やその家族が増加しています。人口比で見ても、日本に居住する外国人は総人口の１％を超えました。


　日本の社会は外国人居住者の状況にきちんと対応することが少なく、かれらの政治的権利や福祉的施策は、国際的観点から多くの問題を残しています。これに対して政治的行政的な前進を訴えていくことはもちろん必要ですが、地域社会からの市民一人ひとりの理解や支援も欠かすことができないでしょう。


　私たちの地域のなかに隣人として住んでいる「外国人」をほんとうに隣人として受けとめること、つまり国籍・出自・性別・年齢を問わず誰もが人としての権利を守られる社会を築くこと、そして多様な文化背景をもつ人々が学びあい、相互に支えあう関係をひらくことこそ、「地域の国際化」の第一の意味であるはずです。今年度はまずその視点に立つことから、＜国際化とまちづくり＞を展望します。





■事例報告


少年たちに現れた外国人・野宿生活者襲撃の心


　97年10月に小牧市の路上で、全く罪のない日系ブラジル人少年エルクラノ君が、日本人少年グループにいきなり暴行され殺されました。その背景には、私たちの社会に根ざした外国人への差別や偏見が横たわっているのではないでしょうか。それは、各地で頻発するやはり少年たちによる野宿労働者への暴行と、根を同じくするのではないでしょうか。事件後に市民有志により設立された「エルクラノの会」が目指すものは？


●発題：小野政美さん（春日井市小学校教員、エルクラノの会事務局。名古屋の野宿生活者の支援活動にも関わる）





２．日系ブラジル人家族の集住と地域自治会の受け入れ


　愛知県豊田市や豊橋市では、日系ブラジル人労働者とその家族が急速に増加し異文化コミュニティを形成しています。それに対して既存の住民・自治会はどのように受け入れを図ってきたか。豊橋の県営住宅での比較調査をもとに、地域における異文化共生の難しさと可能性を探ります。


●発題：都築くるみさん（愛知学泉大学コミュニティ政策学部教員。主に日系ブラジル人と地域住民との関係を調査研究。著書『増殖するネットワーク』（共著）ほか）





３．滞日労働者の医療保障への道


　98年8月「外国人医療センター」が名古屋に設立されました。医療・保健にかかわる必要な情報を外国人住民に提供し、関連団体のネットワークをもとに外国人医療保障の問題を解決していくことを目指しています。設立に至るまでの検討の経過や今後の展望について議論します。


●発題：杉本正次さん（名古屋市小学校教員。名古屋ＮＧＯセンタ－事務局長として、外国人医療センター設立に尽力。現在同センター理事）





４．多様な文化を地域の資源に


　神戸では震災後の国籍を越えた助け合いの中から「アジアタウン推進協議会」が生まれました。激甚な被害を受けた長田の街あとに文字どおり多民族が共生する空間を築こうとする「アジアタウン」とは？　それは２１世紀へ向かう私たちのまちづくりへのヒントを与えるものかもしれません。


●発題：金宣吉（KIM Son Gil）さん（神戸市長田区出身。在日韓国・朝鮮人に対する民族差別への闘いや戦後補償を求める運動に関わり、阪神大震災後は「神戸定住外国人支援センター」を結成。現在「アジアタウン推進協議会」副代表）





●司会：穂坂光彦


  国連でスラム改善政策を担当した後、現在日本福祉大学経営開発学科教員。アジア居住権連合（本部バンコク）の共同代表。主著『アジアの街わたしの住まい』）





■タイムテーブル


13:30-15:30   事例の報告と質疑応答


15:30-15:50   ブレーク


15:50-16:50   討論


16:50-17:00   まとめ


◎担当者連絡先：穂坂光彦 TEL 052-834-2720








第８分科会：「こどもたちとまちづくり」


－こどもを育てるまち、まちづくりへのこどもの参加を考える－





こどもの遊び場づくりに取り組み、こどもとともにまちを探検するお父さん、お母さん、指導員さん、学校教育のなかで身近な環境を教材としている先生方。今、まちはこどもを育てる器としてさまざまな視点から関心が高まっています。地域での創意工夫ある実践の交流を通じて、こどもたちにとってのまちづくりを語り合います。


　街の地域環境は、感性豊かなこども達に重要な影響を与えます。現在、街は地域で生活する子どもたちにとってよい環境と言えるでしょうか。子どもたちによい地域環境をと頑張っているグループ、子どもたちとともに地域の宝探しをし、地域学習に取り組むグループ等の活動を通じて、子どもたちにとってよい地域環境とは？子どもたちとともに街を学習する意義とは？などを話し合います。


　そして、その活動の将来展望として学校教育とまちづくりをどのように結びつけていけるかを考えたい分科会です。





■コーディネーター　


●寺本　潔：愛知教育大学助教授。人文地理学・社会科教育・環境教育を専攻。


  「まちワーク研究会」の主要メンバーとして、学校とまちづくりのコラボレーション（協働）に尽力中。


（まちが、美しいデザインの建築物やゆとりある道路や公園に恵まれていくことは嬉しいことです。でも、市民（特に子どもたち）の街への愛着や情感は育っているでしょうか。学校と市民、行政そして私たち専門家やプランナー、建築科などが協力して、子どもたちに”小さなまちづくり人”のなってもらうよう努力したいものです。）





■事例報告者


●渡辺　則子（まどか文庫：豊橋市）


　自宅の図書室を開放しながら、絵本やお話しを通して、地域の人と人のつながりを大切にしたいと活動。最近、環境や福祉の問題も視野にいれたまちづくりに関心を持っています。





●南部　蔦江（憩いの場・遊び場をつくる会代表：名古屋市昭和区）


　台町ふれあい公園愛護会メンバーで、中学１年生、小学校５，３年生の子供の子育て中。





●原　　京子（子どもの遊び研究会・どんぐり所属：名古屋市緑区）


　10年前、自然の中でのびのび子どもを育てたいと仲間６人で自主保育を発足、以来子どもの遊び環境にこだわって活動を続けています。1992年緑生涯学習センターの講座「子ども環境白書」をきっかけに子どもの遊び研究会を発足。その他同じ学校のどんぐりのメンバーとともにPTAにあそび文化部を発足。なるみ三世代遊びマップを作成中。





●小島　克視（子どもまち研究会）　


  「西尾の人物」「西尾を築いた１００人」の部分執筆、西尾・幡豆郷土研究会、西尾市社寺文化財調査員等の活動を通じて、西尾の歴史の編集に関与する一方、子どもまち研究会研究部長として、子どもたちとともに親子まち探検隊等を起こし、ふるさとを愛し、ふるさとが語れる子どもを育てたいと活躍中。





■司会者


青山　嵩：財団法人　名古屋都市センター　調査課研究員


　市民が豊かさを感じることができるまちをめざし、パートナーシップ型のまちづくりの実現に取り組んでいます。


  （今、街は子どもたちにとって故郷です。そこで遊び、学習することを通じて故郷の街として心に刻まれていきます。まちづくりは人づくり、その子どもたちが育っていくとき、街もきっと素敵になるでしょう。）





■タイムテーブル


13：00    開会


15：10    事例報告と質疑


15：30    休憩


15：45    交流討論


16：30    閉会


◎担当者連絡先：青山  嵩 TEL 052-321-1441








第10分科会：「地域メディアでまちをつなごう」





　さまざまなメディアを駆使したユニ－クなまちづくりが各地で行なわれています。


市民・住民がメディアを活用してまちづくりをすすめているケ－ス、メディアが地域ネットワ－クの中核になっているケ－ス、在日外国人のくらしを新聞でつないでいるケ－スなど、親密に支えあい、くらしやすいコミュニティをつくるうえで地域のメディアが果たす役割は重要です。私たちがまちづくり活動を進めるうえで、地域のメディアをどう活用していったらいいのか、市民・住民側の思いとメディア側の思いやそれぞれの実情、どんな場合にどんなメディア使うとを役立つか、どうしたらメディアを活用できるようになり発信できるようになるか、そのプランと技術をどう身に付けるかなどの課題に、さまざまな実例から知恵を集めます。


・まちづくりにメディアを活用したいグル－プ、地域、個人


・活用してほしいケ－ブル、ＦＭ、新聞、タウン誌などメディアの運営者


・地域情報化を進めたい行政やＮＰＯ、その他関心のある人の参加を歓迎します。





■発言者プロフィ－ル　


●杉江恵子さん（常滑市・まちづくりグル－プ『あすとこねっと』）


　あすの常滑市を考える市民ネットワ－ク『あすとこねっと』の歴史文化部会は、いま手作りのテレビ番組「常滑歴史発見」の制作に打ち込んでいる。地元のケ－ブルテレビ「常滑ニュ－テレビ」に企画をもちこみ、撮影以外はすべて会員が分担して常滑のル－ツをさぐり、現代のまちづくりに活かそうという試みである。





●阿部好一さん（鈴鹿市・ケ－ブルテレビ『ケ－ブルネット鈴鹿』社長）


　阿部さんは鈴鹿市のＦ社が地元でつくったケ－ブルテレビに派遣され、情報発信力の強化が経営の基盤強化につながると番組制作にも乗りだし、本業を上回るほど地域活動団体から頼りにされている。「三重・滋賀・福井３県フォ－ラム（１１／２２）」企画委員長や「災害救援ネットワ－ク準備会」代表世話人など忙しく飛び回る。





●北川喜英さん（名古屋市・英字新聞『ＣＨＵＢＵ ＷＥＥＫＬＹ』など主宰）


　国際化が進むにつれ、東海地域にくらす外国人も急増している。メジャ－なメディアでは伝えない地元のできごと、社会問題、文化、娯楽、くらしのカレンダ－などなど、英語情報を必要とする人、国際感覚で情報交換したい人などに必要な情報をとどけることをめざし、英字紙『ＣＨＵＢＵ ＷＥＥＫＬＹ』や、インタ－ネットでの地球市民コミュニティづくりをめざす。





●中野了子さん（美濃加茂市・地域新聞『可茂ジャ－ナル』編集長）


　産業廃棄物処理場をめぐっての住民投票実施など、情報公開、地方分権をめざす御嵩町のまちづくりは着々と進んでいるが、そのかげに美濃加茂市、可児市、御嵩町など岐阜県中濃地域をエリアとする地域紙『可茂ジャ－ナル』の確かなジャ－ナリズム精神がある。市民・住民とメディア・行政がともに地域を変えてきたケ－スとして注目される。





●司会＝高野春広さん（ＮＨＫ名古屋局チ－フアナウンサ－）


　『市民とメディア研究フォ－ラム（あくせす）』運営委員、日本ジャ－ナリスト会議会員。岐阜大学で「放送文化論」を担当するなどいくつかのキャンパスで活躍中。





■タイムテーブル


13：30    開会


15：00    休憩


15：15    交流討論


16：30    閉会








       ◎担当連絡先：津田正夫  TEL 058-233-9437








第１分科会：「災害と市民活動。どうする？コミュニティ」





　未曾有の被害をもたらした阪神・淡路大震災は、目に見える建造物のみならず市民の生活をも破壊しました。あれから３年半が経つ中で、被災地はどのように“まち”を復興し、コミュニティを再生しようとしているのか。市民団体がまとめた『市民がつくる復興計画』を紹介しながら、これからのまちづくりを考えます。また、その活動の中から生まれた「レスキューストックヤード」という拠点づくりの構想を提案します。





■パネリスト


●今田　忠／いまだ　まこと：阪神・淡路コミュニティ基金代表。


  1937年大阪府豊中市生まれ。日本生命保険・日本生命財団を経て、1994年 6月笹川平和財団首席研究員。1996年阪神・淡路コミュニティ基金代表。現在に至る。10年にわたり助成機関の実務に従事。ＮＰＯ、フィランソロピーに関する著書、論文多数。





●松本　誠／まつもと　まこと：神戸新聞情報科学研究所副所長、明石まちづくり研究所代表。


　1994年兵庫県明石市生まれ。1967年神戸新聞社に入り、各部門の記者活動を経て、1994年から情報科学研究所に専任。記者時代から主なテーマとしてきた環境問題やまちづくり、地域経済などを専門分野とし「兵庫の住み良さ指標」や「住民参加のまちづくりの系譜と展開」「震災復興まちづくり支援活動の実態調査」「川を生かしたまちづくりの課題」などの論文を発表、居住地の明石で９年前から、市民グループのまちづくり研究会にも参画している。





●石井布紀子／いしい　ふきこ（プロジェクト結ふ代表）


　1966年兵庫県西宮市生まれ。1992年より西宮市内に学びの場「すくーるすばる」をオープン。1995年大震災の際、自身も被災したが、塾が緊急救援グループ「ＤＥＮＮＥＮ］の事務局となり、３ケ月間に6000人以上の県外ボランティアと大量の物資を預かったことから、1995年8月、復興支援まちづくりグループ「プロジェクト結ふ」が発足、代表に就任。





●栗田暢之／くりた　のぶゆき（震災から学ぶボランティアネットの会事務局長）


　1964年岐阜県生まれ。1995年大震災では勤務先の同朋大学学生らのボランティア活動をコーディネート、以来同朋大学ボランティアネットワークアドバイザーを務める。同年7 月愛知県内を中心に被災者支援の継続などを目的に設立された震災から学ぶボランティアネットの会の事務局長に就任、現在に至る。





■コーディネーター


●高原　稔／たかはら　みのる（地域問題研究所企画部長）


1952年新潟県生まれ。「人間」が好きで社会学を学び、地域計画論の世界に入りました。テーマは広がる。暇はなし。それでも好奇心が強く、ついに生命科学にまで手を出しています。“街歩き”は自転車で、仕事は公共交通でと、ペーパードライバーが誇りです。ＮＰＯ、ボランティア連中との付き合いも長いです。20代、30代の人々に期待しています。





■コメンテーター


●中田　實／なかた みのる（まちづくり交流フォーラム代表、愛知学泉大学コミュニティ政策学部長）


1997年に名古屋大学情報文化学部を停年退職後、98年から現職。専門は、地域社会学、コミュニティ論。同学部は、本邦初めてのコミュニティづくりを対象とする学部で、98年4月に発足。コミュニティ診断士（仮称）のような専門家の養成をめざしている。





■タイムテーブル


13：30　　開会と趣旨説明


13：40    事例報告と討論


15：00  　休憩


15：15    交流討論


16：30　　閉会とまとめ





◎担当者連絡先：栗田暢之 TEL 052-411-1114








第５分科会：「中心市街地の活性化を考える」





いま、中心市街地の空洞化現象が新たな都市問題として議論されています。そのような折に｢中心市街地活性化法｣が今年7月に施行されました。従来から行われてきた商業近代化ビジョン・商業集積法によるまちづくりを一歩進めて13省庁が支援をして空洞化した中心市街地を面的に整備し直し、活性化を図ろうとするものです。バブル経済以前の高度成長期には全国的に画一化された街づくりが行われ個性に乏しい街がいたるところに出来ましたが、ここにきて新たな都市問題、不動産市場の変化、市民活動の盛り上がり、そしてライフスタイルの変化などがまちづくりの視点を大きく変えるパラダイムシフトを起こしつつあります。


この分科会では、ハード優先の従来型の考え方から高度情報化社会･高齢社会、成熟型都市の進展の中で人を中心としたソフト優先のまちづくりについて議論を進めます。





◎主な論点


中心市街地の空洞化現象は何故起こってきたのか　         　何故、中心市街地を活性化させなければならないのか


中心市街地の活性化をどのように議論すべきか　　　         　　　　中心市街地活性化法と商業集積法との違いは


中心市街地の空洞化は商業だけの問題か　　　　　　         　　　活性化方策としてどのような取り組みが必要か


活性化に向けて、どのように市民参加が行われなければならないのか               行政に期待されるものはなにか


行政と市民の連携はどのように行われるのか                             ＴＭＯの立ち上げはどのように行うのか





■事例報告・パネラーの横顔


伊藤光造：（株）地域まちづくり研究所代表取締役。


1974年早稲田大学大学院理工学研究科卒。一級建築士。地域計画コンサルタント、国土庁地方振興アドバイザー。静岡未来づくりネットワークなどの市民活動などを主宰。市民参加による総合計画、都市計画の立案、住民参加型の公園・公共施設づくりや関係者が参加した商店街振興プランづくりを進めている。





●伊藤則男：西三河南部経済開発懇話会理事・事務局長。


1976年南山大学経済学科卒。（株）ピーアンドディー代表取締役、西尾ニュータウン開発（株）取締役。西尾商工会議所、（株）創建に勤務の後現職。通産省民活アドバイザー、西尾商工会議所駅前再開発特別委員会委員、女性サークル町街まちアドバイザー、コミュニティ雑誌「みどり」編集委員。





中村伊英：まちづくりＮＰＯ「ウィリアム・テルズ・アップル」代表。


1982年京都産業大学卒。86年から家業の和菓子屋を継ぎ、87年（社）上野青年会議所に入会広報委員長、社会開発委員長を務める。96年から現職。現在、三重県ＮＰＯ研究会委員、上野市中心市街地活性化協議会委員、上野市景観条例策定委員会委員などを務めている。





水尾衣里：名古屋女子文化短期大学助教授。


名古屋大学大学院工学研究科建築学教室後期博士課程を経て現職。日本道路公団名古屋ハイウェイ懇談会委員、名古屋道路公社名古屋高速道路懇談会委員、国土庁国土審議会特別委員会委員、愛知県地方計画委員会委員、など。





●コーディネーター


飯田英明：（財）日本不動産研究所コンサルタント部上席主幹。


不動産鑑定士。名古屋都市再開発研究会幹事長、名古屋まちづくりフォーラム副座長。市街地再開発事業のコーディネーター、まちづくりに関する調査・研究、地域開発事業のプランニング事業などを推進している。





■タイムテーブル


13：30　　開会と趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　


13：40　　事例報告と問題提起　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


15：05　　コーヒーブレイク


15：20　　質疑・討論


16：30　　閉会





◎担当者連絡先：飯田英明 TEL 03-3503-5343





　　　①　


　　　公会堂











　　　鶴舞公園





第４分科会：「よみがえれ農山村」


－農山村と都市の共生ネットワーク－








疲弊した農山村の前途には、都市住民と連携した日本型グリーンツーリズムの実現に期待がかかっています。一方、都市住民にとっても“農業”は魅力的な選択肢の一つになりつつあります。農山村に秘められた内発力を生かし、かつ“農業”を軸に農山村と都市が連携する道筋を見出したいと思います。





■パネラー


●水谷晴夫（三重県・飯高町）町一番の若手の町議。


  若者を中心とした「飯高コミュニケーション・サークル」を結成し、このグループで経営するレストラン「富夢想野」や建設会社「ハックルベリー」など過疎の町で起業化に成功。今また都市交流の拠点「富夢想野クラブ」を起こし、都市に媚びない山村に根ざしたユニークな都市交流を展開中。





●近藤庸平（長野県・浪合村）村役場職員。


  昭和３０年代にいち早く観光開発に取り組み、村が主体となる「浪合方式」を確立。その後も、ユニークな教育施設「浪合学校」、更には「トンキラ農園」を通して農村的生活文化の再建など終始、風土に根付いた取り組みに挑戦している。四駆に乗って全国を駆けめぐり、過疎脱却にかけるバイタリティーは比類がない。





●黍嶋久好（愛知県・豊根村）村役場職員。


  昭和４８年来、当時の村長のスタッフとして山村の地域づくり、村づくりにかかわった。地方自治体の実験施策を模索しながら、教育的な過疎からの脱却、地域のたまり場、自然に学ぶ・体験交流、公設民営などの事業に参画してきている。愛知・長野・静岡県境（三遠南信地域）の山村で、地域づくりに汗を流している一人。





●菅野知之（愛知県・鳳来町）


  林野庁職員として奥三河と本庁の生活を経験。その後、シンクタンク東三河地域研究センターへ転職。現在は、奥三河の森を活かす会社、「キットコーポレーション」の役員として、森をめぐる経済を実践するかたわら、設楽町にテレワークセンター「テレコテージしたら」を立ち上げ、自ら現代版「自然と調和したライフスタイル」を実験中。





●有本信昭（岐阜県・岐阜市））岐阜大学・地域科学部教授。


  農業政策や地域産業振興、更には都市との農産品交流など農村の流通問題に詳しい。自ら２１世紀村づくり塾「ブライト・イトヌキ」の代表として、実践活動にも参加。学生（若い世代）とのかかわりを始め、都市と農村をむすぶことに使命感を抱いている。農山村の外側からの発言に期待。





コーディネーター


●間瀬寿夫（司会）ＮＨＫチーフカメラマン。


  取材を通じて各地の地域づくりに関心を持ち、地域の実情をまとめて正・続「輝く人・きらめく町」２冊を上梓。定年後は自給自足の田園生活を夢見ているが、そんなライフスタイルの視点から農山村問題に取り組みたいと考えている。





■タイムテーブル


１３：３０    開会と趣旨説明。


１３：３５    事例報告と質疑。


１５：１５    休憩


１５：３０    事例報告と質疑・交流討論。


１６：５０    まとめ


１７：００    閉会








◎担当者連絡先：間瀬寿夫 TEL 058-264-4620








第９分科会：「歴史や文化を生かしたまちづくり」





  歴史の継承が新しい環境を創造するアイテムとなり、経済的効果を創出する事例が各地で生まれています。一方、戦後も50年をこえ、近代建築への認識が高まり文化財保護法にも登録文化財として指定されその存在が身近に感じられるようになってきた反面、建造物が老朽化だけでなく土地の高度利用や税対策などの理由から取り壊される事例がますます多くなっています。公共建築や有名建築ですら知らぬ間に消えています。こうした危機に瀕している建造物について、単に保存するだけでなく現在のまちづくりの中に積極的に活かせるように取り組んでいる東海・中部地域での事例を紹介し、歴史的文化遺産継承の意味を再確認するとともに市民時代の保存のあり方や実現可能性を探ります。





■パネラーの横顔


●「建築資産をまちづくりに活かす－市民がはぐくむ街と文化」：水谷友彦


  （社）愛知建築士会トリエンナーレ委員会委員長。1997年、98年、名古屋市白壁地区、覚王山地区において、「建築資産をまちづくりに生かす」をテーマにシンポジウムなどを企画し、近代建築物の保存と活用に取り組んでいる。





●「白壁アカデミア。－キャンパスはまちなみ保存地区」：伊藤晴彦


　インダストリアルデザイナー、（株）エイ・ティ・デザイン取締役社長。京都市立美術大学卒。（財）中部活性化センター専門委員、名古屋住環境会議幹事、国際絞りネットワーク副幹事長、橦木館店子代表、籐でつくる自転車プロジェクトオーガナイザー、市民塾白壁アカデミア代表世話人。





●「岐阜市金華地区のまちづくり」：柴田行康　


　（有）ＮＯＡ研究室、岐阜県建築士会所属。金華まちづくり協議会住宅部会長、岐阜市文化懇談会委員、岐阜市未来派トーク委員、岐阜市歴史道調査委員。建築景観シンポジウム開催、みの・ひだの歴史的建築物等の調査や「人と自然にやさしい町づくり」出版など。





●「伊勢市内宮おはらい町のまちづくり」：谷口　尚


　伊勢市建築部都市計画課計画係長、兼再開発係長。都市計画行政に従事し18年目。市民ワークショップなど市民参加による都市マスタープラン、住宅マスタ０プラン、景観形成基本計画などのマスタープランづくりを展開中。一級建築士、再開発プランナー。　　　





「デザインゲーム。-有松スローリー」：永井　鎭


　有松まちづくりの会。1965年横浜市立大学文理学部卒。5年の東京勤務の後、有松で家業の米穀・プロパン販売に従事。有松商工会、イーストビル再開発事業などまちづくり活動に参加、現在、有松まちづくりの会福会長。





■コーディネーター 


尾関利勝


(株)地域計画建築研究所取締役副社長、名古屋事務所々長。一級建築士、再開発プランナーとして、白壁アカデミア、匠文化研究会、名古屋城本丸御殿フォーラム、夢いちば実行委員会、ＳＡＳ名古屋などに参加。





■タイムテーブル


13：30　　　開会


13：35　　　問題提起と事例報告＆質疑


15：40　　　休憩


16：00　　　質疑・討論・論点整理


17：00　　　閉会











                        ◎担当者連絡先：尾関利勝 TEL 052-265-2401





　　　　　　　　　   　　至：丸田町　  　　　    　至：千早　　 至：千種


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　        名古屋市女性センター 　 ②　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      名大病院


                                                          ＪＲ中央線





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


　　　　　　　　　                 日本福祉大学     ④


　　　　　　　　　　　　　 　　　　ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ　　


　都市高速道路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





                      


　　　　　　　　　　　                             


至：上前津            東海銀行                     ＪＲ


　　　　　                                       鶴舞駅 


                     


         地下鉄「鶴舞公園」駅











                      ③


　　　　中央福祉専門学校


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  地下鉄「鶴舞」線　　　　　　　　　　　　　　　　　


                                                 





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   至：荒畑、御器所    


                    至：金山      至：東郊通



































